
間引きと排水対策で収量アップを目指しましょう。今回の『ﾚｯﾄﾞﾋﾞｰﾝｽﾞ』は美山支店が担当しました。

『ダルマササゲ栽培情報』

栽培のポイント

ダルマササゲの栽培は、播種時期（5月）の天候に恵まれ、発芽や苗立ちは良好となり良いスタートが出来まし

た。初めてのダルマササゲ栽培で、播種について色々な工夫を試されてるかと思います。今後の栽培管理や

収穫作業をイメージした豆姿と梅雨の時期を迎えるにあたり、排水対策を十分に行いましょう。
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１．間引き（1本仕立て）

本葉が２枚くらいの頃に１本に間引きします。生育のよいものを

残してそのほかの株は根元をハサミで切り取ります。

第3の豆・赤飯用の豆づくり‼

２．排水対策
間もなく、梅雨時期となります。湿害による生育不良を防ぐた

め、圃場周囲と中溝を整備して雨に備えましょう。

①額縁排水（畑の周囲排水）
畑の周囲に排水溝を掘り、畑外へ排水

出来るように接続する。

特に2条(2粒/1カ所)播きは、条間が込み

合い、収穫作業が難しくなる。

③溝の泥あげ
降雨後、畑を巡回し

停滞水があれば、

溝の泥あげなどを

行い排水をしましょ

う。

②中溝（畝間排水）
畝と畝の間に溝を整

備しましょう。


